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１ 気象概況 

令和８年６月３日の台風６号の接近に伴い、地域によっては、農作物への影響が懸

念されるため、各園の状況を確認し以下の対策を実施してください。 

なお、薬剤散布や施設等の点検・修理等を行う際は、農作業事故が発生しないよう

十分注意してください。 

 

２ 技術対策 

○果 樹  

＜共  通＞  

① 園地が滞水している場合は、速やかに排水対策を行う。また、傾斜地で根元の土壌が

流亡している場合は、土寄せを実施する。 

② 茎葉や果実の損傷により病害の発生が懸念されるため、指導機関の指示に従い薬剤を

散布し、病害の発生を予防する。 

③ 施設栽培では、棚やパイプハウス、ビニール、各種の装置・機械等を点検し、破損が

ある場合は速やかに修理する。 

 

＜立木果樹＞  

① 収穫前の園で、果実に裂果やキズ果の被害が発生している場合は、果実腐敗病の発生

が心配されるため、防除暦を参考に果実腐敗病防除剤による防除を徹底する。 

② 降雨等により農薬の残効が短くなることが懸念されるので、シンクイムシ類や果実腐

敗病等の防除剤を追加散布する。  

③ 降雨により落果した果実は、果実腐敗病等の伝染源となるため、速やかに園外へ持ち

出すか土中に埋める。 

④ 樹上でも裂果等の損傷が大きく腐敗の恐れのある果実は除去し、落果したものと同様

に処分する。 

⑤ 有袋栽培のモモで、二重袋の外袋など袋が脱落したものは、袋をかけ直す。 

 

＜ブドウ＞  

① 裂果の被害が発生している場合は早めに摘粒する。 

② 黒とう病が発生している園では、発生している部位の周囲に感染が広がっていること

が多いため、発生部位の周囲等を丁寧に観察し、病斑が見られる葉や新梢、果実、巻

きひげは見つけ次第取り除き、園外に持ち出し処分する。 

③ ブドウは、枝や新梢の再誘引、カサのかけ直しを行う。また、葉ズレ、カサズレ、打

撲のひどい果粒は摘粒する。 

 

＜梅雨期の対策＞ 

今後、梅雨期に入り、曇雨天が続く可能性があるため、次の点に注意する。 



① 病気が発生している園では、発病部位（新梢、葉、果実など）を見つけ次第、除去す

るとともに、防除暦などを参考に薬剤防除を徹底する。 

② 週間天気予報をこまめに確認し、防除間隔が空かないよう慣行防除を徹底する。 

③ 散布予定日に降雨が予想される場合は、散布を延期せず降雨前に散布する。  

④ 連続的な降雨や強い雨が降った場合は、薬剤の残効が低下しやすいため、散布間隔を

短くする。 

⑤ 雨の合間に薬剤散布を行う際、葉が濡れている場合は、ＳＳの送風ファンなどで露を

払ってから散布を行う。 

 

○野 菜  

＜ナス＞ 

① 倒伏した株は起こし、支柱にしっかり誘引・固定する。また、わき芽かきや下葉の

摘葉を遅らせ、葉数を確保して樹勢回復を図る。 

② 主枝が損傷した場合は切り戻し、強い側枝で代替する。 

③ 損傷した葉・果実は除去し、樹勢回復を図る。 

④ 茎葉の損傷部から病原菌が侵入し、病害が発生しやすいので、適用薬剤による防除

を実施するとともに、葉面散布剤により樹勢回復を図る。 

 

＜スイートコーン＞ 

① 倒伏した株は、無理に引き起こすと根を傷めるので、原則そのままで管理する。 

② 雄穂抽出期後の圃場では、今後の薬剤防除に支障を来す場合には、マイカー線で囲

むなどして株を支える。 

③ 収穫時期が近く防除の必要の無い圃場は、そのままにして収穫を迎える。 

 

○花 き   

① 滞水しているほ場は、速やかに排水を行う。 

② べと病や灰色かび病など病害の発生が懸念されるため、防除基準に従い予防散布を徹

底する。 

③ 施設栽培では、遮光設備、ビニール等の各種設備や装置を点検し、破損がある場合は

速やかに修理する。 

 

○水 稲 

浸水や冠水した水田では、溝切り、水路のゴミの除去等により、早急に濁水の排水に

努め、新たに水を潅漑する。 

 

○大豆・麦 

滞水しているほ場は、速やかに排水を行う。 

 

 

 

 

 



 

○畜 産 

① 飼料作物 

・冠水や浸水等の被害を受けたほ場においては、速やかな排水に努める。 

② 家畜 

・品質の低下した飼料作物や濃厚飼料を給与する場合は、栄養価や嗜好性等にも配慮し、  

家畜の生産性が低下することのないよう注意する。 

・個体観察を徹底し、疾病の早期発見と蔓延防止に努める。 

③ 畜舎 

 ・冠水等によって変質した飼料は廃棄し、飼料ﾀﾝｸ内の点検や飼料庫の通風を促す。 

・畜舎、牧柵、防鳥ネット等の施設の破損、汚染がないかを確認し、必要に応じて補

修、洗浄、消毒を行うよう努め、疾病等の未然防止に努める。 

・堆肥舎、牛舎から流出した堆肥や家畜ふんは、速やかに回収し消石灰等散布を行い、

悪臭等の発生抑制に努める。 

・雨水等の流入により濡れた敷料は除去し、乾燥した敷料に交換する。 

 

 


